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森とみどりを守ろう

古
賀
市
の
全
て
の
補
助
金
な
ど

を
対
象
に
、
総
合
的
な
補
助
金
制

度
の
見
直
し
を
取
り
組
み
中
で

す
。
委
員
は
、
大
学
教
授
、
公
認

会
計
士
な
ど
の
有
識
者
５
名
で
、

平
成
16
年
度
は
年
６
回
開
催
。
引

き
続
き
平
成
17
年
度
も
検
討
さ
れ

ま
す
。

平
成
16
年
度
の
決
算
審
査
を
、
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
の
テ
ー
マ
、「
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
基
づ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
を
設
置
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
影
響
で
、
補
助
金
や
交

付
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
税
の
増
収
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
減
、
地
方
譲
与
税
の
増
、
道
路
用
地
売
却
に

よ
る
収
入
な
ど
に
よ
り
、
一
般
会
計
決
算
で
、
約
４
億
４
０
０

０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
決
算
の
認
定
は

し
ま
し
た
が
、
審
査
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
決
算
特
別
委

員
会
報
告
は
４
ペ
ー
ジ
参
照
）

補
助
金
検
討
委
員
会
を
設
置
　
37
万
円

環
境
審
議
会
は
、
委
員
14
名
で

９
回
開
催
。
環
境
の
保
全
及
び
創

造
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
の
確
保
を
目
的
に
条
例

策
定
に
向
け
て
審
議
が
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
16
年
９
月
議
会
に
お
い

て
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
条
例

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
基
本
条
例
の
審
議
委
員
の
費
用
　
54
万
円

委
員
14
名
に
よ
る
古
賀
市
森

林
・
緑
地
環
境
保
全
及
び
市
民
利

用
に
関
す
る
協
議
会
が
４
回
開

催
。
森
林
緑
地
の
無
秩
序
な
開
発

抑
制
、
森
林
緑
地
が
有
す
る
公
益

的
機
能
や
快
適
で
文
化
的
な
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
条
例
策
定
に

向
け
て
協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
議
会
に
お
い
て

議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

条
例
と
し
て
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
一

年
を
め
ど
に
、
関
係
地
域
で
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
作
り
の
協
議
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

森
林
緑
地
環
境
保
全
条
例

協
議
会
の
委
員
謝
礼
　
10
万
７
０
０
０
円

毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
秋
季

戦
没
者
追
悼
式
委
託
は
、
複
数
業

者
の
見
積
り
で
、
１
円
見
積
り
を

出
し
た
業
者
に
決
定
し
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
市
は
、

「
違
法
で
は
な
い
が
好
ま
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
今
後
は
慎
重
に
実

施
し
て
い
く
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
ま
す
。

１
円
見
積
り
の
業
者
に
委
託
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咲きほこるコスモス（市花）

収入の部�

支出の部�

収支残高（翌年度繰越額）�

給与収入（市税等）�
家賃収入等（使用料及び手数料、負担金等）�
銀行等からの借入金（地方債）�
預金の引き出し（繰入金）�
預金の利子（預金利子、利子及び配当金）�
実家からの援助金（国庫及び県支出金、地方交付税等）�
土地の売却等（財産収入）�
宝くじ配当金（寄付金）�
前年度の黒字（繰越金）�
雑収入（雑収入）�
合計�

2,770,920�
218,730�
995,700�
469,310�

15�
3,037,080�
91,560�

55�
251,140�
165,490�

8,000,000

1.379,430�
1,212,820�
989,220�
131,410�
617,430�

1,050,670�
1,232,870�
314,920�
66,190�
720�

738,870�
7,734,550

265,450�
221,130

食費（職員給与や議員報酬等人件費）�
医療費・教育費等（扶助費）�
住宅ローンの返済（公債費）�
電気・ガス・水道・電話料金等（通信運搬費・光熱水費）�
子どもへの仕送り（繰出金）�
友人や会社への援助金等（貸付金、補助費等）�
家屋の増改築、修繕費等（施設修繕料、普通建設事業費）�
銀行等への預金（積立金）�
家電製品等の購入費（備品購入費）�
冠婚葬祭費等（交際費）�
雑費（その他物件費）�
合計�

形式収支＝収入－支出�
実質収支＝収入－支出－翌年度の支出が決まっている金額（44,320円）�

（単位：円）�

上記のとおり、古賀さん宅の平成16年度末の収支（翌年繰越金）は、定期預金を解約し、
221,130円の黒字となっています。また、古賀さん宅の預金とローンの残高は次のとおりです。
来年以降のやりくりが心配されます。
定期預金（基金残高）2,355,610円　　ローン残高（市債借入残高）7,913,990円

都市計画区域編入　278万円

平成22年度までに、古賀市全域
を都市計画区域に編入するための
委託費など。都市計画区域外8集落
のうち、3集落で「まちづくり委員
会」を開催しました。

スケートパーク前払金　780万円

青少年の健全育成を目的として、
市民参画による建設ワークショッ
プの協議に時間を要したこと、可
動式から固定式に設計変更したこ
とで、建設は、平成17年度へ繰越
となりました。

観光協会誕生　20万円

古賀市の観光振興のため、古賀
市商工会の中に設立された観光協
会に対する補助。薬王寺温泉のＰ
Ｒ、ウォーキングルートの整備や
紹介などを推進しました。

消費者相談窓口　94万円

平成15年度から設置した相談窓
口の開催を、週2回に増やし対応し
たことにともなう経費。前年度
205件が、平成16年度には266件
と増えており、市民に好評でした。

古賀市の家計簿
平成16年度の一般会計の決算を、サラ

リーマン家庭の家計簿に置き換えてみま
した。
古賀市に住んでいる古賀（仮名）さん

一家は、4人家族。古賀さんはサラリーマ
ン夫婦、長女は、京都の大学に在学中で
一人暮らしをしています。長男は、地元
の高校に通っています。
古賀さんのお宅の1年間（4月1日から

翌3月31日まで）の家計簿を見てみまし
ょう。

※古賀市の収入約184億円を、800万円
に置き換えた場合の家計簿。収入や支
出の項目など、一般的な家庭とは、若
干違います。（試算責任：編集委員会）

古賀市をサラリーマン家庭に置きかえたら…
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決
算
特
別
委
員
会
は
、
平
成
16

年
度
古
賀
市
一
般
会
計
ほ
か
７
特

別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
決

算
を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

各
事
業
で
の
委
託
料
や
、
パ
ソ

コ
ン
借
上
料
の
詳
細
、
臨
時
・
嘱

託
職
員
の
費
用
算
出
の
根
拠
、
外

部
機
関
へ
の
負
担
金
分
担
割
合
の

根
拠
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
負
担
の
基
準
や

割
合
の
妥
当
性
、
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
共
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
展

望
や
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の

有
効
性
や
学
校
教
育
費
の
充
実
、

学
校
設
備
の
保
安
管
理
の
あ
り

方
、
市
史
編
さ
ん
の
今
後
に
つ
い

て
、
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
拡
大
の
推
進
な
ど
を
審
査
し

ま
し
た
。

特
に
、
市
の
財
源
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
、
市
税
な
ど
の
各
税

や
保
育
料
な
ど
の
滞
納
と
そ
の
実

態
、
そ
の
徴
収
へ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
だ
さ

れ
ま
し
た
。

委
託
料
・
借
上
料
の
支
出
根
拠
と
効
果
を
問
う

委
員
長

仲
道
　
誠
明

厳
し
い
財
政
運
営
の
も
と
、
事

業
の
成
果
と
そ
の
評
価
、
将
来
展

望
、
財
源
の
効
率
的
運
営
に
つ
い

て
建
設
的
意
見
、
要
望
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
で
は
、
デ
ー
タ

バ
ン
ク
事
業
の
効
果
や
税
率
改
正

で
の
財
政
効
果
な
ど
の
質
疑
。
保

険
の
減
免
制
度
が
不
十
分
と
反
対

討
論
、
高
収
納
率
を
評
価
で
き
る

と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
で
は
、
認
定
審
査
会

の
内
容
、
運
営
協
議
会
に
つ
い
て

の
質
疑
。
保
険
料
は
上
が
っ
て
も

対
応
が
十
分
で
は
な
い
と
反
対
討

論
。
運
営
は
良
好
、
来
年
度
以
降

の
改
正
の
問
題
は
、
地
方
６
団
体

の
要
求
の
実
現
を
見
守
り
対
応
し

て
ほ
し
い
と
賛
成
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

純
益
は
減
少
し
て
い
る
が
健
全

で
あ
り
、
透
明
性
も
あ
り
今
後
の

営
業
努
力
で
、
よ
い
方
向
に
向
か

う
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
計
と
も
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

４

平
成
16
年
度
一
般
会
計
決
算
に
対
す
る
討
論

（
９
月
29
日
本
会
議
に
お
け
る
討
論
の
要
旨
。
全
文
は
会
議
録
を
ご
参
照
下
さ
い
。）

●
決
算
特
別
委
員
会
報
告

●地対財特法は終了し、一般対策に移行し

ていくべきである。乳幼児医療費の就学前

無料化や介護保険料・利用料の減免制度、

中小業者への融資制度の増額や相談窓口な

どが不十分。小中学校での少人数学級の実

施ができていない。

●玄界環境組合の負担金が大きく、財政圧

迫の恐れがある。

●財政調整基金の取り崩しを迫られ、実質

収支は黒字だが財政硬直化は進んだ。合併

研究、コミュニティ推進室、地域福祉計画

は効果を上げていない。スケボーパークは、

優先度と効果測定方法がない。ユニバーサ

ル管理運営委託は、問題がある。

●住基カード・市長公用車・特別職退職手当

組合負担金は、廃止または見直すべき。市内

循環バス運行協議会は、西鉄の動向に振り回

された。小中学校の空気中化学物質濃度測定

で、具体的な対策を実施しなかった。

●大幅な財源不足であったが、実質収支は4

億4千万円の黒字。人事評価と目標管理制度

の移行、補助金検討委員会や環境基本条例

の制定、指定管理者制度の導入、JR古賀駅

東口ロータリー整備を評価。小中学校の光

通信回線への切り替えは、情報化教育充実

に役立つ。

●地方譲与税の増、道路用地売却による収

入、繰入金と臨時措置法の補助率アップな

どにより、健全財政を堅持。介護予防セン

ターのオープン。コミュニティ実践交流会

とリーダー塾は、地域の活性化につながる。

●予算内で適切に執行され、適正な範囲内

にある。慎重な予算執行となったが自治体

の判断としては、正しい方向である。

●35人学級の実現、病後児保育の準備、一

時保育の開始、水質検査項目の増、ごみ組成

調査の実施、障害者プランがピアカウンセリ

ングの視点で作られたことを評価。
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７
月
12
・
28
日
に
年
間
研
究
テ

ー
マ
（
地
域
防
災
計
画
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
と
人
材
育
成
、
人
事

評
価
・
目
標
管
理
・
行
政
評
価
）

に
つ
い
て
、
８
月
３
・
５
日
に
所

管
事
務
調
査
を
し
ま
し
た
。

市
税
課

平
成
17
年
度
個
人
市
民
税
現
年

度
の
調
定
状
況
の
説
明
を
受
け
、

配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
に

つ
い
て
は
配
偶
者
特
別
控
除
が
併

用
で
き
な
い
こ
と
。
所
得
の
あ
る

配
偶
者
の
方
が
今
ま
で
均
等
割
に

つ
い
て
は
非
課
税
で
あ
っ
た
が
17

年
度
か
ら
１
５
０
０
円
、
18
年
度

か
ら
は
３
０
０
０
円
の
課
税
と
税

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

収
税
課

①
夏
季
の
徴
収
強
調
月
間
の
取

り
組
み
②
市
県
民
税
の
滞
納
整
理

を
福
岡
県
と
合
同
で
実
施
す
る
件

③
納
付
書
に
記
載
し
て
い
る
口
座

番
号
を
来
年
度
か
ら
記
載
し
な
い

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
等
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
課

①
収
入
役
を
廃
止
し
助
役
が
８

月
１
日
か
ら
２
人
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
規
則
等
の
改
正
②
防
災
の

関
係
で
非
常
用
の
物
品
③
防
災
用

携
帯
無
線
の
配
備
の
時
期
等
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

財
政
課

①
補
助
金
検
討
委
員
会
は
最
終

の
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
段
階

で
、
今
度
は
提
言
を
受
け
た
市
と

し
て
の
基
本
的
計
画
が
必
要
と
な

る
こ
と
②
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
出
来
る
契
約
に
か
か

る
分
の
リ
ス
ト
約
２
５
０
件
に
つ

い
て
③
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
④
財

政
運
営
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
等
の
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

人
事
秘
書
課

目
標
管
理
・
人
事

評
価
制
度
の
導
入
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
９
月
の
第
２
回

の
試
行
に
入
っ
た
ら

職
員
向
け
の
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
の
設
置
、
目

標
管
理
シ
ー
ト
の
内

容
確
認
、
個
別
面
接

の
支
援
、
管
理
職
向

け
の
支
援
体
制
等
を

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

企
画
課

①
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の
開
園
②

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

③
総
合
振
興
計
画
の
見
直
し
④
西

鉄
宮
地
岳
線
の
協
議
と
そ
の
後
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

古
賀
市
共
働
推
進
基
本
方
針
・

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り

基
本
方
針
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。役

割
分
担
を
し
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
行
政
が
す
べ
て
担
っ
て
い

く
と
す
れ
ば
、
財
政
的
な
面
か
ら

も
市
の
財
政
ひ
っ
迫
に
つ
な
が
っ

て
く
る
の
で
は
と
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

５

リニューアルされた古賀市ホームページ

スケートパーク「ライブ・スケーツ古賀」オープン

委
員
長

舩
越
　
嘉
彦

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
開
園

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

●
総
務
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

平
成
17
年
９
月
議
会

（
本
会
議
の
委
員
長
報
告
の
概
要
）
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青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
で
あ

る
地
域
の
人
た
ち
と
子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
体
験
活
動
を
行
う
「
地

域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
５

つ
の
小
学
校
区
で
行
う
予
定
で
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ヤ

カ
ー
旅
行
を
行
い
、
高
校
生
５
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
が
あ
っ
て

い
る
と
の
報
告
で
す
。

学
校
教
育
課

平
成
18
年
度
か
ら
使
用
す
る
中

学
校
の
教
科
書
は
、
粕
屋
地
区
教

科
用
図
書
選
択
協
議
会
の
選
定
結

果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
で
協
議

会
の
選
定
結
果
ど
お
り
の
教
科
書

を
採
択
し
た
と
の
報
告
で
す
。

委
員
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
質
問

に
、
国
・
県
の
指
導
に
基
づ
き
各

市
町
村
が
実
態
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
古
賀
市
の
小
中
学
校
施
設

の
建
設
図
面
に
お
い
て
の
調
査
で

は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
個
所
は

な
い
が
、
夏
休
み
の
学
校
施
設
定

期
保
全
点
検
の
中
で
、
実
態
把
握

を
行
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

中
学
校
に
お
い
て
総
合
的
な
学

習
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
学
校
外
で

の
終
日
活
動
と
な
る
た
め
現
行
の

中
学
校
の
給
食
回
数
が
、
１
・
２

年
生
で
４
回
、
３
年
生
で
２
回
の

減
と
な
り
給
食
費
が
そ
れ
ぞ
れ
年

額
で
９
９
０
円
、
５
５
０
円
の
減

額
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
委
員

か
ら
の
質
問
に
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、

７
月
か
ら
全
校
で
水
洗
い
を
し
て

折
り
た
た
み
、
委
託
業
者
が
無
償

で
回
収
し
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る

と
の
答
弁
で
す
。

環
境
課

凸
版
印
刷
旧
福
岡
第
一
工
場
跡

地
の
土
壌
汚
染
対
策
工
事
は
９
月

中
に
ほ
ぼ
完
了
す
る
。
地
下
水
浄

化
工
事
に
つ
い
て
は
、
処
理
水
を

下
水
道
に
放
流
し
て
い
る
が
放
流

管
理
層
ご
と
に
簡
易
分
析
及
び
公

定
分
析
を
行
い
な
が
ら
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
で
す
。

隣
保
館

隣
保
館
の
目
的
は
、
人
権
と
福

祉
の
町
づ
く
り
に
あ
り
市
民
に
親

し
ま
れ
る
隣
保
館
と
い
う
こ
と

で
、
総
合
的
に
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
そ
の
利
用
促
進
、
P

R
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
り
ん

り
ん
通
信
、
無
料
職
業
紹
介
、
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
ル
ー
ム
の
設

置
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
健
康
体
操

教
室
な
ど
、
誰
も
が
利
用
で
き
る

隣
保
館
と
い
う
こ
と
で
事
業
展
開

を
し
て
い
る
と
の
報
告
で
す
。

福
祉
課

古
賀
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

委
員
長

許
山
　
秀
仁

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
咲さ

き

」が
開
所

●
文
教
厚
生
委
員
会

歯をくいしばって「たん練遠足」（福津市・大峰山）

タ
ー
が
、
８
月
１
日
な
の
み
工
芸

内
に
開
所
し
、
対
象
は
古
賀
市
在

住
の
全
て
の
障
害
者
及
び
そ
の
家

族
の
方
で
、
社
会
福
祉
法
人
福
岡

コ
ロ
ニ
ー
に
委
託
し
て
行
い
、
相

談
支
援
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
業
務

を
行
い
、
愛
称
は
「
咲さ
き

」
と
の
こ

と
で
す
。

高
齢
者
福
祉
課

介
護
保
険
法
が
改
正
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
の
質
問

に
、
今
回
の
改
正
は
予
防
施
策
へ

の
転
換
が
大
き
な
柱
に
な
っ
て
お

り
、
要
支
援
、
要
介
護
１
の
部
分

を
３
段
階
に
分
け
る
な
ど
き
め
細

か
い
対
応
に
な
っ
て
い
る
。
保
険

料
に
つ
い
て
の
見
直
し
、
低
所
得

者
に
対
す
る
給
付
等
も
用
意
さ
れ

て
い
る
と
の
答
弁
で
す
。

６

なのみの里に開設した「咲」



　こが市議会だよりこが市議会だより�　こが市議会だより�７

都
市
計
画

古
賀
市
都
市
計
画
公
園
条
例
施

行
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
小
野
公
園
の
広

域
化
・
有
料
化
に
伴
う
規
則
の
改

正
で
す
。
利
用
申
請
は
市
内
在
住

及
び
市
内
に
事
業
者
、
学
校
が
あ

る
方
は
前
月
の
１
日
か
ら
、
市
外

者
は
前
月
の
10
日
か
ら
と
10
日
間

の
格
差
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

規
則
は
今
年
９
月
１
日
以
降
の
公

園
施
設
の
利
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
委
員
か
ら
、
利
用
申
請
窓

口
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
一
本

化
す
る
こ
と
な
ど
の
指
摘
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
公
園
利

用
状
況
、
住
居
表
示
、
都
市
計
画

区
域
全
域
編
入
に
つ
い
て
も
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

今
年
度
に
開
設
さ
れ
た
無
料
職

業
紹
介
所
に
つ
い
て
は
、
６
月
27

日
か
ら
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に

（
第
１
水
曜
日
は
隣
保
館
、
第
３

水
曜
日
は
サ
ン
コ
ス
モ
で
開
設
）

開
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
求
人

求
職
者
登
録
数
（
７
月
20
日
現
在
）

求
人
は
30
件
（
約
90
人
）、
求
職

は
33
人
と
の
こ
と
で
す
。
執
行
部

と
し
て
は
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
１
ケ
月
を
総
括
し
て
、
４
名
の

就
職
が
決
定
。
企
業
か
ら
の
求
人

も
増
え
、
順
調
と
評
価
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
市
民
か
ら
の
求
職
者

登
録
の
方
が
少
な
い
の
で
、
今
後

は
広
報
等
を
通
じ
て
市
民
に
さ
ら

に
周
知
し
て
い
く
計
画
と
の
こ
と

で
す
。

建
設
行
政

管
理
係
所
管
事
務
で
は
、
清

瀧
・
古
賀
線
、
町
川
原
・
福
岡
線
、

米
多
比
谷
山
・
古
賀
線
、
町
川

原
・
赤
間
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
築
係
所
管
事
業
に
つ
い
て
、

市
営
住
宅
、
林
田
団
地
は
一
期
工

事
に
つ
づ
き
二
期
工
事
実
施
設
計

委
託
に
つ
い
て
は
、
業
者
が
確
定

し
て
い
ま
す
。

千
鳥
小
学
校
屋
内
運
動
場
大
規

模
改
造
工
事
及
び
古
賀
北
中
学
校

屋
内
大
規
模
改
造
工
事
に
つ
い
て

は
、
建
設
業
者
及
び
電
気
設
備
業

者
が
確
定
し
両
校
と
も
９
月
末
日

ま
で
の
完
成
計
画
で
す
。

下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
補
助
事
業
８
件
単
独
事
業
14

件
と
７
月
の
臨
時
議
会
に
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

古
賀
終
末
処
理
場
機
械
・
電
気

設
備
の
更
新
工
事
に
つ
い
て
は
、

契
約
が
終
わ
り
、
現
在
、
施
工
中

と
の
こ
と
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

筵
内
・
久
保
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
補
助
事
業
９
件
、
単
独
事

業
８
件
で
施
工
さ
れ
ま
す
。

町
川
原
・
谷
山
地
区
に
つ
い
て

は
、
４
件
全
て
が
補
助
事
業
で
す
。

委
員
長

矢
野
　
治
男

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

町
川
原
・
谷
山
地
区
で

農
業
集
落
排
水
事
業
開
始

●
建
設
産
業
委
員
会

鷺白橋水管橋完成予想図

水
道
行
政

第
十
期
拡
張
工
事
の
鷺
白
橋
水

管
橋
新
設
工
事
は
、
業
者
も
決
定

し
、
固
定
ア
ー
チ
式
ス
テ
ン
レ
ス

の
水
管
橋
を
今
年
度
中
に
完
成
の

計
画
で
す
。

清
瀧
ダ
ム
中
止
の
新
聞
報
道
に

つ
い
て
、
７
月
８
日
の
委
員
会
で

説
明
を
求
め
概
要
を
調
査
し
ま
し

た
。
７
月
14
日
に
地
元
区
の
役
員

と
県
と
の
協
議
が
開
催
さ
れ
、
内

容
に
つ
い
て
委
員
会
で
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
は
「
正

式
に
は
中
止
す
る
と
い
う
こ
と
は

言
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
前
回
と

同
様
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

スタートした求職者への応援（市役所内）
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農業・林業振興を宮崎県にて調査研究！
建設産業委員会では、7月27～28日に議会閉会中の調査活動として行政視察に

行ってきました。宮崎県日之影町の森林所有者、建築業者、施主が契約する《産
直住宅事業》と綾町の自然環境を守り、自然の摂理をふまえた農と食の心を取り
戻す《次世代につたえる農業》への取り組みを報告します。

日之影町

杉
材「
産
直
住
宅
事
業
」に

古
賀
産
杉
材
利
用
を
期
待
！

綾　町 安全な食生活で環境にやさしい
農業の町は土づくりから！

住
宅
建
築
業
者
は
、
森
林
所
有

者
か
ら
山
ご
と
杉
材
を
植
栽
･
管

理
費
を
含
め
た
価
格
で
購
入
。
施

主
よ
り
建
築
の
依
頼
を
受
け
る
と

西
臼
杵
森
林
組
合
が
伐
採
･
搬
出

を
行
い
、
三
町
で
出
資
し
て
つ
く

っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
「
も
く
み
」

で
製
材
加
工
処
理
・
運
搬
を
し
、

家
づ
く
り
の
材
料
と
な
り
ま
す
。

森
林
所
有
者
は
、
施
主
グ
ル
ー

プ
に
伐
採
後
の
植
栽
、
下
刈
り
、

間
伐
な
ど
の
育
林
作
業
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
、
山
林
地

域
と
都
市
部
の
人
的
交

流
を
図
る
こ
と
で
地
域

の
活
性
化
や
森
林
･
林

業
へ
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

材
価
の
低
迷
や
林
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
未

植
栽
地
の
増
加
な
ど
課

題
の
多
い
中
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
、
古

賀
産
の
木
材
で
も
利
用

で
き
な
い
か
な
ど
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

西
臼
杵
地
域
は
三
町
（
高
千
穂
、

五
ヶ
瀬
、
日
之
影
）
か
ら
な
り
、

宮
崎
県
の
最
北
西
部
で
九
州
の
中

央
部
で
す
。
平
坦
地
が
少
な
く
林

野
面
積
は
総
面
積
の
約
88
％
を
占

め
る
農
山
村
地
域
で
す
。

西
臼
杵
郡
三
町
で
は
、
住
宅
建

築
業
者
や
森
林
所
有
者
、
施
主

（
住
宅
建
築
依
頼
者
）
が
直
接
売

買
契
約
を
結
ぶ
「
産
直
住
宅
」
事

業
の
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
。

生態系農産物で賄われており、インターネットによ

る取引や輸出にも力をいれています。

有機農業開発センターでは、残留農薬や食品添加

物などに汚染されていない安全で栄養価のある食物

は土づくりからと、施肥目安となる土壌分析を行い、

バランスのとれた土づくりの指導をしています。

「健康のため、私たちはあたり前のことをやって

いるんです」という言

葉がとても印象的で、

古賀の農業振興にも一

考を要することがある

と感じ、委員会として

も提言できるよう取り

組んでいきます。

綾町は、宮崎県のほぼ中央部に位置し、国内最大

規模の照葉樹林が太古のまま残っているところです。

綾町では、昭和63年に全国初の「自然生態系農業

の推進に関する条例」を制定しました。「農業の安定

的かつ長期的な振興」「消費者の健康と文化的生活の

確保」のためです。

近代農業での化学肥料や農薬の多用により、水質

汚濁や地下水汚染、景観破壊などをもたらした歪み

を反省し、農産物の安全性と自然環境に調和した農

業推進のために、平成元年から自然生態系農業の基

準設定と審査方法、審査結果による認証方法など厳

しい基準と明確なラベルの表示を行っています。

地産地消運動の高まりから、公共施設をはじめ学

校給食の食材のほとんどが、町内で生産される自然

「もくみ」での製材（宮崎県日之影町）

安心農産物につけられるマーク
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９
月
議
会
の
主
な
審
議

９
月
議
会
の
主
な
審
議

専
決
処
分

収
入
役
廃
止
に
と
も
な

う
規
約
改
正

８
月
１
日
か
ら
収
入
役
を
廃
止

し
、
事
務
を
助
役
に
兼
掌
さ
せ
る

こ
と
か
ら
、
規
約
を
変
更
す
る
も

の
で
古
賀
高
等
学
校
、
玄
界
環
境

組
合
、
粕
屋
北
部
消
防
組
合
、
北

筑
衛
生
施
設
組
合
の
４
組
合
規
約

の
一
部
に
「
収
入
役
を
置
か
な
い

組
合
市
町
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
事

務
を
兼
掌
す
る
者
」
を
加
え
る
も

の
で
す
。

収
入
役
廃
止
及
び
専
決
処
分
の

時
期
や
専
決
処
分
の
在
り
方
に
つ

い
て
の
質
疑
、
討
論
が
な
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

育
児
及
び
介
護
を
行
う
職
員
の

福
祉
の
増
進
、
公
務
能
率
の
向
上

を
図
り
、
社
会
が
職
業
、
家
庭
生

活
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
公

務
に
支
障
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

早
出
遅
出
勤
務
が
出
来
る
よ
う
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。総

務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審

議
の
な
か
で
公
務
へ
の
支
障
と
は

何
か
、
対
象
者
数
は
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
と
な
ら
な
い
か
と
の
指
摘
が

さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
討
論
で
は
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
改
正
が
必
要
な

ど
の
討
論
が
な
さ
れ
、
委
員
会
及

び
本
会
議
で
も
原
案
ど
お
り
賛
成

全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
は
、
平
成
18
年
１
月
よ
り

粗
大
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
伴
い
１
６

４
万
円
を
追
加
、
同
和
地
区
生
活

実
態
調
査
世
帯
が
、
当
初
の
10
世

帯
か
ら
50
世
帯
に
増
え
、
11
万
５

千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
や
児
童
福
祉
施
設

費
、
水
防
費
と
し
て
11
月
13
日
防

災
訓
練
の
た
め
２
０
０
万
７
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
法
改
正
に
伴
い
、

６
７
６
万
３
千
円
と
、
ク
ロ
ス
パ

ル
こ
が
の
会
員
数
の
確
定
に
よ
り

１
１
２
０
万
１
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ

減
額
し
ま
し
た
。

討
論
が
な
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
で
は
主
に
法
改
正
に
よ

り
、
国
や
県
の
介
護
給
付
負
担
金

な
ど
が
減
額
さ
れ
、
前
年
度
繰
越

金
３
４
６
０
万
８
千
円
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
で

特
に
、
介
護
給
付
費
（
介
護
施
設

サ
ー
ビ
ス
費
）
が
８
０
７
６
万
３

千
円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

ホ
テ
ル
コ
ス
ト
導
入
に
よ
り
、
居

住
費
用
、
食
事
費
が
本
年
10
月
よ

り
保
険
対
象
外
と
な
る
こ
と
に
と

も
な
う
も
の
で
す
。

反
対
討
論
で
は
弱
い
立
場
の
住

民
に
は
負
担
増
と
な
る
。
賛
成
討

論
で
は
、
今
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
費
用
が
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に

比
較
し
て
３
倍
と
い
う
費
用
負
担

の
不
公
平
を
是
正
す
る
も
の
で
あ

る
等
の
討
論
が
な
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
影
響
に

よ
り
、
薦
野
区
の
た
め
池
で
あ
る

「
小
野
池
」
の
堤
防
に
亀
裂
が
入

り
漏
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

復
旧
工
事
に
対
す
る
一
般
会
計
補

正
予
算
で
す
。

査
定
の
結
果
、
災
害
復
旧
事
業

が
認
め
ら
れ
国
庫
補
助
金
が
当
て

ら
れ
、
古
賀
市
負
担
10
％
の
４
５

０
万
円
を
加
え
総
工
費
４
４
１
０

万
円
の
事
業
と
な
り
、
来
年
３
月

ま
で
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

予
算
は
原
案
ど
お
り
、
賛
成
全

員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

早
出
・
遅
出
勤
務
導
入

の
た
め
の
条
例
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

（
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
導
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

小
野
た
め
池

9月議会（平成16年度決算）の主な議案の採決結果�

一般会計� 国民健康保険�特別会計�
水道事業�
会計�

結　　果�
表 決 数�
西尾　耕治�
矢野　治男�
奴間　健司�
前野　早月�
内場　恭子�
阿部　友子�
豊田みどり�
松島　岩太�
渡　　久行�
黒木　　淳�
舩越　嘉彦�
木村　憲子�
結城　弘明�
森本　義征�
新町　直子�
芝尾　郁恵�
許山　秀仁�
清原　留夫�
仲道　誠明�

認　　定�
１６対３�
○�
○�
●�
●�
●�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

認　　定�
１６対３�
○�
○�
●�
●�
●�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

認　　定�
１８対１�
○�
○�
○�
○�
●�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

議員は議席順　●は反対　○は賛成�
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◇助役2人制になったので、岩井助役・中村助役と表記することにしました。
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一
般
質
問

西
鉄
新
路
線
バ
ス
見
直
し
を

問

６
６
０
万
円
補
助
の
新
路
線

バ
ス
の
実
績
は
毎
月
１
０
０
万
円

前
後
の
赤
字
、
１
台
当
た
り
３
・

５
人
。
白
紙
に
戻
し
市
内
循
環
バ

ス
運
行
計
画
に
立
ち
戻
る
べ
き
。

市
長
　
利
用
者
数
は
予
想
を
下

回
っ
て
い
る
の
で
ダ
イ
ヤ
改
正
を

検
討
す
る
。
不
便
地
域
対
策
と
し

て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
継
続

す
る
考
え
。
市
内
循
環
バ
ス
運
行

計
画
案
は
生
か
さ
な
い
と
も
生
か

す
と
も
い
え
な
い
。
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
貴
重
な
意
見
は
参
考

に
す
べ
き
と
考
え
る
。

ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
そ
の
他

問

２
１
０
０
万
円
か
け
た
ス
ケ

ボ
ー
パ
ー
ク
の
事
後
評
価
は
。

企
画
課
長
　
検
討
段
階
で
課
題
。

問

公
害
測
定
体
制
の
整
備
を
。

市
長
　
騒
音
測
定
器
は
保
有
、
そ

の
他
は
調
査
委
託
で
予
算
化
。

戦
後
60
年
平
和
行
政
・
教
育
の
充
実
を

（
答
）
平
和
な
社
会
を
築
く
責
任
を
感
じ
て
い
る

問

戦
後
60
年
に
当
た
っ
て
の
市

長
・
教
育
長
の
思
い
は
。

市
長
　
我
が
国
が
戦
争
を
起
こ

し
、
あ
る
い
は
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
最
大
限
の
努
力
を

払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

教
育
長
　
子
ど
も
達
に
二
度
と
あ

の
よ
う
な
体
験
を
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
続
け
て
い
る
。

問

古
賀
市
が
非
核
恒
久
平
和
都

市
宣
言
自
治
体
で
あ
る
意
義
は
。

市
長
　
意
義
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
尊
重
し
て
い
く
。

問

３
年
前
、
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て

研
究
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
自

治
体
間
の
連
携
が
重
要
で
は
。

岩
井
助
役
　
平
和
の
問
題
は
語
り

か
け
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
人
権
問
題
を
切
り
口
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

川
越
市
、
藤
沢
市
他
多
く
の

自
治
体
が
平
和
施
策
を
実
施
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
平
和

施
策
の
追
加
を
強
く
求
め
る
が
。

岩
井
助
役
　
各
行
政
分
野
に
平
和

の
視
点
を
持
っ
て
い
る
。
個
別
の

分
野
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

来
年
度
策
定
が
求
め
ら
れ
て

い
る
有
事
を
想
定
し
た
国
民
保
護

計
画
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
前
向
き
に
対
応
す
る
。

問

日
本
の
役
割
は
平
和
の
使
者

と
し
て
国
際
平
和
を
呼
び
掛
け
る

こ
と
が
優
先
。
こ
の
計
画
で
市
民

の
生
命
、
財
産
が
守
れ
る
の
か
。

市
長
　
日
本
国
の
総
合
力
の
中
で

国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
。
こ

の
計
画
だ
け
で
は
守
れ
な
い
。

問

５
万
６
千
人
の
命
が
委
ね
ら

れ
て
い
る
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
で

無
防
備
地
域
へ
の
武
力
攻
撃
は
禁

止
。
沖
縄
県
竹
富
町
で
取
り
組
ん

で
い
る
無
防
備
地
域
宣
言
を
参
考

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
。

岩
井
助
役
　
考
え
方
は
承
る
。

そ
の
他
の
質
問

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

前野　早月議員

総
選
挙
結
果
に
つ
い
て

問

総
選
挙
中
の
市
政
報
告
会
で

な
ぜ
小
泉
改
革
を
支
持
し
た
か
。

市
長
　
与
党
が
勝
て
ば
改
革
は
進

む
が
負
け
れ
ば
止
ま
る
と
判
断
。

問

古
賀
市
で
の
反
自
民
・
公
明

の
得
票
率
は
48
％
。
こ
う
し
た
民

意
に
も
耳
を
傾
け
る
べ
き
。

市
長
　
一
方
的
に
多
数
意
見
に
流

さ
れ
る
こ
と
な
く
全
体
の
意
見
を

聞
き
適
切
に
対
応
し
た
い
。

予
想
に
反
す
る
人
口
の
伸
び

問

２
０
１
０
年
の
人
口
を
６
万

５
千
人
と
推
計
。
市
長
は
こ
の
地

域
は
人
口
が
増
え
る
地
域
と
い
っ

て
き
た
が
最
近
は
伸
び
な
い
。

市
長
は
魅
力
的
な
街
と
い
う
評

価
が
高
ま
り
結
果
と
し
て
人
口
が

増
え
る
の
が
本
来
の
姿
と
言
っ
て

き
た
。
全
庁
的
な
人
口
推
計
の
検

討
に
取
り
組
む
べ
き
。

市
長
　
古
賀
市
の
あ
る
べ
き
姿
も

加
味
し
た
人
口
推
計
は
変
え
る
べ

き
で
は
な
い
。
た
だ
、
最
近
伸
び

悩
ん
で
い
る
の
で
原
因
を
徹
底
的

に
分
析
し
今
後
に
役
立
て
た
い
。

予
想
に
反
す
る
人
口
の
伸
び
悩
み
ど
う
見
る
か

（
答
）
原
因
を
徹
底
的
に
分
析
し
今
後
に
役
立
て
た
い

奴間　健司議員

子ども達の思いに応えるためにも

古賀市・人口推計の大幅なズレ�
人�
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問

少
子
化
社
会
対
策
大
綱
に
よ

る
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
や
自
立
を
促
し
、
さ
ら
に
は
親

自
身
の
育
ち
を
支
援
し
、
子
育
て
、

親
育
て
支
援
社
会
を
作
る
こ
と
を

国
の
最
優
先
課
題
と
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

大
人
に
な
り
子
ど
も
を
生
む
ま
で

乳
幼
児
と
接
す
る
機
会
が
な
く
、

我
が
子
を
産
ん
で
初
め
て
子
ど
も

と
接
す
る
親
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
実
際
の
子
育
て
に
必
要
な
知

識
や
方
法
を
学
び
、
安
心
し
て
自

信
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
親
育
て
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長
　
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
な
課
題

と
考
え
る
。
保
育
所
を
利
用
さ
れ

る
方
は
保
育
所
の
職
員
に
よ
る
助

言
を
、
家
庭
で
子
育
て
し
て
い
る

方
に
は
、
つ
ど
い
の
広
場
や
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
体
験

特
別
事
業
を
通
じ
て
相
談
、
援
助

を
行
っ
て
い
る
。

団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎
え
る
２

０
０
７
年
問
題
に
つ
い
て

問

こ
れ
ら
の
方
々
へ
再
雇
用
の

問

昨
年
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
つ
い
て
提
案
し
、
今
年
４
月
か

ら
公
共
施
設
が
全
館
禁
煙
と
な
り

評
価
す
る
が
、
禁
煙
対
策
の
方
針

と
し
て
健
康
日
本
21
古
賀
版
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
専
門
家
等
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
施
策
体
系
を
構
築
し
、
Ｈ

18
年
度
中
に
結
実
さ
せ
た
い
。

問

教
育
機
関
へ
の
喫
煙
防
止
教

育
の
推
進
状
況
は
。

教
育
長
　
保
健
学

習
、
道
徳
、
学
級

活
動
に
お
い
て
、

た
ば
こ
、
ア
ル
コ

ー
ル
、
薬
物
乱
用

の
害
に
つ
い
て
、

学
習
指
導
を
し
て

い
る
。

問

喫
煙
防
止
教
育
に
お
い
て
多

治
見
市
は
、
保
育
園
・
児
童
館
で

教
え
て
い
る
が
市
の
考
え
方
は
。

教
育
長
　
他
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
資
料
を
取
り

寄
せ
て
研
究
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問

自
治
体
の
な
か
で
も
健
康
と

マ
ナ
ー
面
か
ら
歩
き
た
ば
こ
を
規

制
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
古
賀
で
も
歩
き
た
ば
こ
防

止
条
例
策
定
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
吸
殻
の
ポ
イ
捨
て
防
止
な

ど
街
の
美
化
や
環
境
問
題
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

古
賀
市
の
新
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て

い
る
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

市
長
　
文
化
芸
術
の
振
興
過
程
が

古
賀
市
の
顔
、
特
色
、
誇
り
づ
く

り
と
な
る
と
考
え
る
。

問

本
市
で
は
街
並
み
の
景
観
整

備
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長
　
一
昨
年
か
ら
巨
木
登
録
事

業
を
、
昨
年
は
都
市
景
観
賞
を
創

設
、
意
識
の
高
揚
を
推
進
し
今
後

も
市
民
と
共
働
し
、
可
能
な
方
策

を
検
討
し
た
い
。

問

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。

優
し
さ
と
癒
し
を
特
徴
と
し
誇
り

の
も
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
。

場
を
創
造
し
た
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
の
支
援
は
。

市
長
　
厚
生
労
働
省
は
高
年
齢
者

等
職
業
安
定
対
策
基
本
方
針
を
策

定
、
高
年
齢
者
が
意
欲
と
能
力
に

応
じ
て
65
歳
ま
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
を
図
っ
た
り
、
就

業
意
欲
や
体
力
の
多
様
化
に
応
じ

た
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
。
な

お
、
古
賀
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
、
古
賀
市
無
料
職
業
紹
介
所
で

退
職
者
の
再
就
職
支
援
に
対
応
。

問

市
役
所
に
お
い
て
２
０
０
７

年
問
題
は
影
響
な
い
か
。

市
長
　
本
市
職
員
の
年
齢
構
成
上

大
き
な
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
計

画
的
な
任
用
や
I
T
化
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

・
環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て

歩
き
た
ば
こ
防
止
条
例
の
策
定
は

（
答
）
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
対
策
で
研
究
し
た
い

自
信
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
親
育
て
を

（
答
）
つ
ど
い
の
広
場
で
子
育
て
講
座
を
考
え
て
い
る

阿部　友子議員

木村　憲子議員

禁煙のとりくみを拡げて！

「つどいの広場」は親子の居場所

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

11



　こが市議会だよりこが市議会だより�　こが市議会だより�

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。

12

問

清
掃
工
場
の
煙
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
や
重
金
属
に
よ
る
大
気
汚

染
が
心
配
だ
。
測
定
回
数
の
増
な

ど
、
古
賀
市
と
し
て
の
対
策
は
。

市
長
　
古
賀
市
独
自
で
は
測
定
し

て
い
な
い
。
玄
界
環
境
組
合
へ
伝

え
、
決
定
は
組
合
及
び
環
境
委
員

会
へ
任
せ
た
い
。

問

育
児
・
介
護
の
紙
お
む
つ

は
、
年
間
約
百
億
枚
が
生
産
さ
れ
、

家
庭
で
70
億
枚
が
、
施
設
で
30
億

枚
が
使
わ
れ
、
ご
み
と
し
て
焼
却

さ
れ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

水
洗
い
後
、
素
材
（
パ
ル
プ
、
吸

収
剤
、
ビ
ニ
ー
ル
）
に
分
け
、
処

理
す
る
。
特
に
、
パ
ル
プ
は
約

70
％
取
り
出
し
、
も
う
一
度
紙
お

む
つ
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
今

年
４
月
よ
り
大
牟
田
市
の
エ
コ
タ

ウ
ン
で
実
用
に
向
け
て
事
業
が
開

始
し
た
。
宗
像
市
、
福
津
市
の
病

院
等
で
回
収
が
行
わ
れ
て
い
る
。

病
院
等
へ
働
き
か
け
る
な
ど
、
古

賀
市
も
取
り
組
み
を
。

市
長
　
収
集
コ
ス
ト
、
衛
生
上
の

問
題
な
ど
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら

今
後
の
動
向
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

問

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
肺
が
ん

や
中
皮
腫
の
死
亡
は
市
民
の
大
き

な
不
安
と
な
っ
て
い
る
。
古
賀
市

の
対
応
と
対
策
は
。

市
民
部
長
　
国
の
方
針
に
基
づ
い

て
調
査
。
環
境
課
を
窓
口
に
、
庁

内
連
絡
調
整
会
議
で
情
報
収
集
、

対
応
な
ど
一
元
化
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
部
長
　
小
・
中
学
校
の
施

設
、
教
材
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設

計
書
や
目
視
で
調
査
し
た
結
果
、

ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

問

ア
ス
ベ
ス
ト
の
有
無
、
健
康

被
害
へ
の
不
安
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、
市
民
相
談
の
窓
口
を
。

市
長
　
９
月
の
広
報
で
県
の
相
談

機
関
を
紹
介
し
た
。
契
約
ト
ラ
ブ

ル
は
市
の
消
費
者
相
談
窓
口
で
受

け
る
。

問

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
咲さ
き

」
立
ち
上
げ
時
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
社
協
、
民
生
委
員
な

ど
地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
地

元
の
方
へ
の
事
前
調
査
や
お
知
ら

せ
な
ど
協
力
を
願
わ
れ
た
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
専
門
性
や
二
十

四
時
間
対
応
が
必
要
と
考
え
た
こ

と
か
ら
、
コ
ロ
ニ
ー
に
お
願
い
し

準
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
地
域

へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
は
具
体
的

な
協
議
等
、
行
っ
て
い
な
い
。

問

地
域
で
見
守
っ
て
く
れ
る
人

達
が
必
要
。
そ
う
い
う
人
達
の
連

絡
会
な
ど
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
「
咲
」
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
も
含
め
て
総

合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
支
援

の
提
案
を
市
に
し
て
い
た
だ
こ
う

と
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
期
待

し
て
い
る
。

問

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
に

は
難
し
い
委
託
金
額
で
は
。

保
健
福
祉
部
長
　
相
談
支
援
、
ピ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
充
実
を
委
託
。
そ
の

人
材
費
用
と
認
識
し
て
い
る
。

問

障
が
い
者
の
方
の
地
域
で
の

生
活
を
支
援
し
て
い
く
に
は
予
算

が
必
要
。
今
後
も
言
っ
て
い
く
。

財
源
を
考
え
て
の
ま
ち
づ
く
り

問

若
い
世
代
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
と
は
具
体
的
に
。

市
長

無
料
職
業
紹
介
所
や
つ
ど

い
の
広
場
な
ど
を
実
施
し
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。
団
地
の
高
齢
化
防

止
策
と
し
て
二
世
代
三
世
代
で
の

住
み
続
け
が
必
要
。
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
政
策
に
つ
い
て
研
究
し

多
世
代
が
住
み
続
け
て
い
け
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
に
つ
い
て

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

（
答
）
総
合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
提
案
を
期
待
し
て
い
る

循
環
型
社
会
に
向
け
て
紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
を

（
答
）
課
題
が
多
く
、
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い

新町　直子議員

いつでも相談を

紙おむつでごみ袋は一杯に

豊田 みどり議員
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安
心
の
介
護
保
険
へ
の
改
善
を

問

介
護
保
険
法
見
直
し
で
、
ホ

テ
ル
コ
ス
ト
な
ど
負
担
増
の
方
へ

の
影
響
は
。
そ
の
対
応
は
。
境
界

層
の
方
へ
の
対
応
は
。
介
護
保
険

料
の
見
直
し
は
。
保
険
料
利
用
料

の
減
免
制
度
の
考
え
は
。

市
長
　
10
月
か
ら
居
住
費
及
び
食

費
は
保
険
給
付
の
対
象
外
に
。
負

担
は
、
保
険
料
新
第
２
段
階
は
３

千
円
の
減
、
新
三
段
階
は
１
万
５

千
円
増
。
保
険
料
は
平
成
18
年
度

に
見
直
す
予
定
。
一
定
の
配
慮
は

必
要
だ
が
、
保
険
料
の
減
免
は
適

切
で
は
な
い
。

保
健
福
祉
部
長
　
境
界
層
の
方
の

負
担
は
増
え
る
が
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
で
上
限
１
万
５
千
円
と
し

相
対
的
に
３
千
円
の
負
担
は
減
。

問

保
険
料
な
ど
の
減
免
を
望
む
。

問

「
水
道
料
金
が
高
い
」
と
い

う
声
が
あ
る
が
、
料
金
を
ど
う
考

え
る
か
。
市
の
水
は
足
り
て
い
る

の
か
。
福
岡
地
区
水
道
企
業
団
と

の
関
係
を
見
直
す
べ
き
。
清
瀧
ダ

ム
の
建
設
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
　
市
民
に
提
供
す
る
水
は
、

水
質
基
準
値
の
ク
リ
ア
が
条
件
。

安
全
で
お
い
し
い
安
い
水
を
目
指

す
。
水
道
料
金
は
現
状
の
ま
ま
。

上
下
水
道
部
長

十
期
拡
張
計
画

の
中
で
、
水
は
足
り
て
い
る
。

市
長
　
水
道
企
業
団
の
コ
ス
ト
削

減
へ
は
言
う
べ
き
こ
と
は
い
い
、

改
善
に
向
け
て
努
力
す
る
。
万
が

一
の
た
め
に
、
飲
み
水
を
切
ら
さ

な
い
こ
と
も
必
要
。
清
瀧
ダ
ム
建

設
中
止
は
正
式
な
発
表
で
は
な
い
。

問

清
瀧
ダ
ム
建
設
に
反
対
だ
。

県
下
の
ダ
ム
は
41
ヶ
所
、
建
設
・

計
画
中
が
９
ヶ
所
。
巨
額
の
費
用

を
か
け
る
ダ
ム
が
市
に
必
要
か
。

市
長
　
当
初
は
必
要
と
認
識
。
県

と
水
道
企
業
団
で
議
論
し
、
市
も

意
見
を
出
す
。
水
の
需
要
も
変
化

し
、
な
か
な
か
判
断
が
難
し
い
。

問

清
瀧
ダ
ム
建
設
、
水
道
企
業

団
と
の
関
係
も
見
直
す
べ
き
。

問

住
民
と
行
政
が
分
担
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
校
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

「
住
民
自
治
」
に
果
た
す
役
割
は
。

市
長
　
今
後
、
自
治
会
活
動
の
充

実
を
根
底
に
す
え
た
上
で
、
自
治

会
の
枠
を
越
え
、
地
域
の
課
題
解

決
や
よ
り
よ
い
地
域
作
り
を
住
民

が
主
体
的
に
推
進
し
て
い
く
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
る
。

岩
井
助
役

地
域
を
自
分
た
ち
で

良
く
し
て
い
こ
う
と
言
う
観
点
か

ら
積
極
的
、
自
主
的
に
参
加
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
校
区
に
ま
と

め
る
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。

問

自
治
会
加
入
促
進
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長

転
入
者
に
は
そ
れ
な

り
の
説
明
は
し
て
い
る
。
で
き
る

だ
け
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力

を
し
て
も
ら
い
た
い
。

問

45
自
治
会
（
行
政
区
）
活
動

に
年
間
約
１
億
５
千
万
円
の
費
用

が
使
わ
れ
て
い
る
。
市
の
評
価
は
。

市
長
　
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が

ら
も
、
自
治
会
が
重
要
な
活
動
を

し
て
お
り
、
そ
れ
が
根
付
い
て
い

る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

問

住
民
自
治
が
機
能
す
る
仕
組

み
を
作
る
た
め
に
「
自
治
会
長
会

議
」
を
設
け
て
は
い
か
が
か
。

市
長
　
区
長
会
議
に
は
可
能
な
限

り
出
席
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に

も
機
会
を
捉
え
て
話
す
よ
う
に
心

が
け
て
い
る
。
自
治
会
長
と
し
て

意
見
が
言
い
に
く
い
の
で
あ
れ
ば

別
の
場
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思

う
。
い
き
な
り
聞
く
の
で
は
な
く
、

組
織
的
に
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
が

い
る
。

問

地
元
で
で
き
る
事
業
と
し
て

24
の
絞
込
み
を
し
た
と
聞
く
が
。

総
務
部
長

区
長
会
な
り
で
事
前

の
了
解
の
上
公
開
し
た
い
。

問

住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
は

条
例
に
規
定
す
べ
き
だ
が
。

市
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
を

中
心
に
研
究
し
て
い
る
。

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
果
た
す
役
割
は

（
答
）
地
域
課
題
を
住
民
が
主
体
的
に
解
決
す
る
組
織

水
道
料
金
を
下
げ
、
安
心
で
安
全
安
価
な
飲
料
水
に

（
答
）
水
道
料
金
は
現
状
の
ま
ま
で
い
く

仲道　誠明議員

内場　恭子議員

地域活動の重要拠点（中川区公民館）

安くておいしい水は？



今回、議員に対しては、一般質問の通告文の書き方がまちまちなので、読みづらいとのご指摘を

いただきました。これまで、規定の文字数の範囲であれば、議員各自にまかせています。

ご意見については、研究させて頂きます。
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平成17年古賀市議会第2回臨時会会期日程（案）
会期　11月28日　1日間

日 曜 開議時刻 摘　　　　　　　　要

11月28日 月 午前９時30分 開会・会期の決定・会議録署名議員の指名・諸報告・議案上程（内容

説明・大綱質疑）・一部議案は質疑（委員会付託）・討論・採決・請

願上程委員会付託・閉会

12月６日 火 午前９時30分 開会・会期の決定・会議録署名議員の指名・諸報告・議案上程（内容

説明・大綱質疑）・一部議案は質疑（委員会付託）・討論・採決・請

願上程委員会付託

７日 水 午前９時30分 常任委員会

８日 木 午前９時30分 常任委員会

９日 金 午前９時30分 常任委員会

10日 土 休会

11日 日 休会

12日 月 午前９時30分 議会運営委員会

13日 火 午前９時30分 初日上程議案の質疑（討論・採決）・追加議案の上程（内容説明・大

綱質疑）

14日 水 午前９時30分 一般質問

15日 木 午前９時30分 一般質問

16日 金 午前９時30分 一般質問

17日 土 休会

18日 日 休会

19日 月 午前９時30分 議会運営委員会　　　　　　　　　14：00 議会報編集特別委員会

20日 火 午前９時30分 初日上程議案の討論・採決・追加議案の質疑・討論・採決・請願審査

等・閉会中の継続審査付託・閉会

※会期日程は、12月1日（木）の議会運営委員会で正式に決定いたします。また、一般質問をする議員名、
質問事項もその議会運営委員会決定後、市役所内ロビーなどに掲示いたします。

◎本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。
会議録は、議会事務局、市立図書館にあり貸し出しをしています。

◎議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。ぜひ傍聴して下さい。
◎請願書の締切りは11月30日（水）午後５時です。

14

傍聴アンケートありがとうございました�

会期　12月６日～12月20日　15日間

平成17年古賀市議会第4回定例会会期日程（案）

※会期日程は※会期日程は、、1111月月2222日日（（火火））の議会運営委員会で正式に決定いたしの議会運営委員会で正式に決定いたし
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９月定例会で審議した議案の審議結果
会期：平成17年9月2日～9月29日

第61号議案

第62号議案

第63号議案

第64号議案

第65号議案

第66号議案

第67号議案

第68号議案

第69号議案

第70号議案

第71号議案

第72号議案

第73号議案

第74号議案

第75号議案

第76号議案

第77号議案

第78号議案

第79号議案

第80号議案

第81号議案

第82号議案

第83号議案

第84号議案

第85号議案

第86号議案

第87号議案

第88号議案

承　　認　12／19

承　　認　13／19

承　　認　13／19

承　　認　13／19

承　　認　19／19

原案可決　19／19

原案可決　17／18

原案可決　18／18

原案可決　18／18

原案可決　18／18

原案可決　17／18

原案可決　18／18

原案可決　18／18

認　　定　16／19

認　　定　16／19

認　　定　18／19

認　　定　18／19

認　　定　18／19

認　　定　18／19

認　　定　19／19

認　　定　19／19

認　　定　18／19

原案可決　19／19

原案可決　19／19

原案可決　19／19

原案可決　19／19

原案可決　19／19

原案可決　19／19

専決処分について（古賀高等学校組合規約の変更に関する協議について）

専決処分について（玄界環境組合規約の変更に関する協議について）

専決処分について（粕屋北部消防組合規約の変更に関する協議について）

専決処分について（北筑衛生施設組合規約の変更に関する協議について）

専決処分について（平成17年度古賀市一般会計補正予算（第３号）について）

古賀市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

平成17年度古賀市一般会計補正予算（第４号）について

平成17年度古賀市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

平成17年度古賀市老人保健特別会計補正予算（第２号）について

平成17年度古賀市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

平成17年度古賀市介護保険特別会計補正予算（第１号）について

平成17年度古賀市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について

平成17年度古賀市水道事業会計補正予算（第２号）について

平成16年度古賀市一般会計決算の認定について

平成16年度古賀市国民健康保険特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市老人保健特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市公共下水道事業特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市介護保険特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市農業集落排水事業特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市都市計画公園用地取得事業特別会計決算の認定について

平成16年度古賀市水道事業会計決算の認定について

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体数の増減について

（築上郡新吉富村と築上郡大平村の合併について）

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体数の増減について

（築上郡椎田町と築上郡築城町の合併について）

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の増減及び福岡県市町村職員退

職手当組合規約の変更について（築上郡新吉富村と築上郡大平村の合併につい）

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の増減及び福岡県市町村職員退

職手当組合規約の変更について（築上郡椎田町と築上郡築城町の合併について）

住居表示の実施について

平成17年度古賀市一般会計補正予算（第５号）について

議案号数 審議結果議　　　　　　　　　　　　　　　　　 案

15



　こが市議会だよりこが市議会だより�　こが市議会だより�16

大豆でつくられたインクを
使用しています。

発行／古賀市議会　　編集／議会報編集特別委員会　〒811-3192 古賀市駅東1-1-1
議会事務局／電話（092）942-1134 FAX（092）942-1160

12
月
議
会
は
、
12
月
６
日
開
会
の
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

戦
後
60
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
今
年
の
夏
。
記
録
的
な
暑
さ
ば

か
り
か
、
突
然
の
衆
議
院
解
散
総

選
挙
で
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
の

嵐
に
よ
り
、
日
本
全
国
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙
結
果
は
、

日
本
の
歴
史
に
記
録
が
残
る
で
あ

ろ
う
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
衝
撃
で

し
た
。
今
や
情
報
が
氾
濫
し
て
い

る
社
会
で
は
、
情
報
に
つ
い
て

往
々
に
し
て
受
身
で
あ
っ
た
り
、

時
と
し
て
流
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

し
っ
か
り
こ
れ
で
い
い
の
か
見
極

め
て
い
く
力
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。議

会
報
編
集
委
員
と
し
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
に
、
読
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
議
会
の
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
を
前
提
に
こ
れ
ま

で
改
革
を
し
て
き
ま
し
た
。

反
対
討
論
・
賛
成
討
論
を
併
記

し
、
概
要
・
賛
否
一
覧
表
を
掲
載

し
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

木
村
　
憲
子

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
奴
間
　
健
司

副
委
員
長
　
内
場
　
恭
子

委
　
　
員
　
黒
木
　
　
淳

〃
　
　
　
木
村
　
憲
子

〃
　
　
　
結
城
　
弘
明

〃
　
　
　
新
町
　
直
子 りっぱな椿

つばき

の実がなりました

次
の
陳
情
書
が
全
議
員
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

17
年
陳
情
１

古
賀
市
に
養
護
学
校
高
等
部
設

置
を
求
め
る
陳
情

10
月
12
日
（
水
）
に
ホ
テ
ル
レ

ガ
ロ
福
岡
に
て
林
活
議
連
の
総
会

と
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
当
市
議

会
か
ら
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
林
活
議
連
は
、
福
岡
県
内

の
森
林
・
林
業
・
林
産
業
の
活
性

化
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
林
野
庁
か
ら
講
師
を

招
き
環
境
面
か
ら
京
都
議
定
書
の

批
准
C
O
2

削
減
６
％
の
対
策
の

中
で
森
林
の
も
つ
役
割
の
重
要
性

に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

特
に
、
環
境
税
の
必
要
性
に
つ

て
活
発
な
質
疑
が
あ
り
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
、
今
後
の
議
員

活
動
に
も
大
い
に
生
か
す
も
の
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
会
の
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
議
録
の
頒
布
（
定
例
会
５
０
０
円
、
臨
時
会
50
円
）

も
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
議
会
事
務
局
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
　
知
　
ら
　
せ

お
　
知
　
ら
　
せ�

お
　
知
　
ら
　
せ�

中部10市の議員研修会に参加

森
林
の
役
割
を
学
ぶ

10
月
19
日
、
甘
木
市
で

「
福
岡
県
中
部
10
市
議
会
議

長
会
議
員
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
テ
レ
ビ
西

日
本
客
員
解
説
委
員
の
中
村

良
三
氏
が
「
変
わ
る
世
界
、

変
わ
る
日
本
、
変
わ
る
福
岡

県
中
部
」
と
い
う
演
題
で
講

演
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報

化
・
ス
ピ
ー
ド
を
背
景
に
、

人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
の
流

れ
に
国
境
な
し
と
い
う
時
代

や
世
界
規
模
の
デ
フ
レ
を
生

み
出
し
た
こ
と
。
ド
ル
不
安

の
回
避
で
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

が
台
頭
し
た
が
、
そ
れ
は
不

透
明
な
時
代
の
到
来
で
も
あ

る
と
指
摘
。
税
負
担
と
民
営

化
の
問
題
に
も
触
れ
、
歴
史

的
大
転
換
の
下
で
議
員
の
使

命
が
重
要
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。ユ

ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
演

で
し
た
が
、
激
変
の
時
代
を

読
み
取
る
力
を
付
け
る
上
で

有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

林
活
議
連
総
会


